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(57)【要約】
【課題】　装飾具が傾倒することによってその観賞者を
楽しませる傾倒装飾体であって、各種の飲食器に簡便に
着脱自在に取り付けることができるようにして、該傾倒
装飾体を取り付けた該飲食器を傾ける動作に伴い、該装
飾具が傾倒する飲食器取付型傾倒装飾体を提供する。
【解決手段】　飲食器取付型傾倒装飾体１は、装飾具２
と、基台３と、伝言部４とからなる。装飾具２は、飲食
器取付型傾倒装飾体１の装飾性を発揮するための部材で
あって、傾倒部２ａと接合部２ｂとを有しており、傾倒
部２ａが基台３から傾倒するように、接合部２ｂにおい
て基台３と接合されている。基台３は、装飾具２を支持
するとともに、飲食器取付型傾倒装飾体１が飲食器Ｘに
取り付くための部材であって、飲食器Ｘに係合させてこ
れに取り付くための取付部３ａを設けている。伝言部４
は、鑑賞者に対する使用者からのメッセージを記載する
箇所である。
【選択図】　　　図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
飲食器取付型傾倒装飾体を取り付けた飲食器を傾ける動作をさせることに伴って、装飾具
が傾倒する飲食器取付型傾倒装飾体であって、装飾具と、基台とから構成されており、該
装飾具は、該飲食器取付型傾倒装飾体の装飾性を発揮するための部材であり、傾倒部と接
合部とが設けられていて、該傾倒部が該基台から傾倒するように、該接合部において該基
台に接合されており、該基台は、該装飾具を支持するとともに、該飲食器取付型傾倒装飾
体を飲食器に取り付けるための部材であって、該飲食器に取り付くための取付部が設けら
れていることを特徴とする飲食器取付型傾倒装飾体。
【請求項２】
請求項１に記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記取付部が、飲食器の縁部に係
合させてこれに取り付けるための切欠きになっていることを特徴とする飲食器取付型傾倒
装飾体。
【請求項３】
請求項１に記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記取付部が、飲食器を挿通して
係合させてこれに取り付けるための孔部になっていることを特徴とする飲食器取付型傾倒
装飾体。
【請求項４】
請求項１から３までの何れかに記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記装飾具に
は該装飾具が傾倒する角度を制限するための傾倒角度制限片が設けられており、該傾倒角
度制限片は、該装飾具から前記基台へと延設される部材であって、該装飾具が傾倒する際
に、該基台に引っ掛かることによって、該装飾具が傾倒する角度を制限する部材であるこ
とを特徴とする飲食器取付型傾倒装飾体。
【請求項５】
請求項１から４までの何れかに記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記装飾具に
は、前記傾倒部に重り具が取り付けられていることを特徴とする飲食器取付型傾倒装飾体
。
【請求項６】
請求項１から５までの何れかに記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記基台には
、前記装飾具を設置するための台座が設けられていることを特徴とする飲食器取付型傾倒
装飾体。
【請求項７】
請求項６に記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、前記台座が弾力性のある部材によ
って形成されており、該台座には使用者が押圧することで該台座を圧縮変形させるための
押圧片が設けられていることを特徴とする飲食器取付型傾倒装飾体。
【請求項８】
請求項１から７までの何れかに記載した飲食器取付型傾倒装飾体であって、鑑賞者に対す
る使用者からのメッセージを記載する伝言部を備えていることを特徴とする飲食器取付型
傾倒装飾体。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、玩具、室内装飾品、及び広告宣伝部材等として用いる装飾体であって、コップ
、グラス、ジョッキ、お椀あるいはストローといった各種の飲食器に取り付け、該飲食器
を傾ける動作に伴って、該装飾体を構成するマスコット等の装飾具が傾倒することにより
該装飾体の観賞者を楽しませることができる飲食器取付型傾倒装飾体に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、装飾体を構成する装飾具を何らかの手段によって傾倒させることによって、その観
賞者を楽しませる傾倒装飾体が提供されている。即ち、まず、上半身と下半身とを腰部を
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軸として組合せ、弾力体で連結し、該下半身にストッパーと物体に固定するための台を取
り付け、振動を与えると該上半身が前傾運動を行う人形が提案されている（例えば、下記
の特許文献１を参照。）。
【０００３】
また、裏面を粘着性とした台上に、上下両端に重りを付けた縦芯棒と、これと直角に交差
する横芯棒により構成された十字型回転軸と、該横芯棒の支点となる軸受溝を有する支柱
との組合せを骨格として作成した設置母体の運動により、上体が前後におじぎ様の運動を
する自動車の走行運動を利用した置物型おじぎ人形が提案されている（例えば、下記の特
許文献２を参照。）。
【０００４】
そして、裏面が粘着性を有する台に立てた片を支柱とするシャフトにリングを遊嵌すると
ともに錘を吊り、該錘を該片を介して該リングに取り付け、該リングに立てた該片に人形
を取り付けた錘の振り子運動によりおじぎ動作をするマスコット人形が提案されている（
例えば、下記の特許文献３を参照。）。
【０００５】
更に、接着手段を敷設した台にストッパーを取り付け、弾力体によって本体を該台に支持
し、該本体に可動するようにした手を取り付けたことを特徴とする手を振りおじぎをする
人形が提案されている（特に、下記の特許文献４を参照。）。
【０００６】
特に、飲用ストローに該装飾体を固着させ、該飲用ストローを折り曲げることで傾倒する
装飾体としては、人形の頭部と体部とを別々に設け、その真ん中に蛇腹付きの管を通し、
該蛇腹を境にして、該菅の上部を該人形の頭部に位置付け、該管の下部を該人形の体部に
位置付け、該上部の先端には細い針金に羽根を付け、該下部は別の針金を脚とするうなづ
き人形が提案されている（特に、下記の特許文献５を参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実開昭５７－１０８９１号公報
【特許文献２】実開昭５７－１４９０９８号公報
【特許文献３】実開昭５７－１９７９９７号公報
【特許文献４】実開昭５９－１１１１９４号公報
【特許文献５】実開昭６１－９４０８４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
しかしながら、上記の従来技術に係る傾倒装飾体の多くは、各種の飲食器に取り付け、該
飲食器を傾ける動作に伴って傾倒させることを目的とするものではなかった（例えば、上
記の特許文献１ないし４を参照。）。そこで、本考案の解決しようとする第１の課題は、
装飾具が傾倒することによってその観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であって
、各種の飲食器に取り付けることができ、該飲食器を傾ける動作に伴って、該装飾具が傾
倒する飲食器取付型傾倒装飾体を提供することにある。
【０００９】
また、上記の従来技術に係る傾倒装飾体にあっては、飲食器に固着させるものであって、
該飲食器に着脱自在に取り付けるものではなかった（例えば、上記の特許文献５を参照。
）。そこで、本考案の解決しようとする第２の課題は、装飾物が傾倒することによってそ
の観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であって、各種の飲食器に簡便に着脱でき
るようにして、使用者が該飲食器を傾ける動作に伴って、該装飾具が傾倒する飲食器取付
型傾倒装飾体を提供することにある。
【００１０】
更に、上記の従来技術に係る傾倒装飾体にあっては、該傾倒装飾体を構成する装飾物が傾
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倒する角度が浅過ぎたり深過ぎたりして、その装飾性を十分に発揮することができないこ
とがあった。そこで、本考案の解決しようとする第３の課題は、装飾物が傾倒することに
よってその観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であって、該装飾物が傾倒する角
度を適切な角度に調節することができる飲食器取付型傾倒装飾体を提供することにある。
【００１１】
加えて、上記の従来技術に係る傾倒装飾体にあっては、傾倒装飾体を構成する装飾物を該
傾倒装飾体において安定的に設置することができないことがあった。とりわけ、傾倒装飾
体を飲食器に取り付けようとすると、これを取り付けることができる範囲が限られている
ため、該装飾物を該傾倒装飾体において安定的に設置することが一層困難になる。そこで
、本考案の解決しようとする第４の課題は、装飾物が傾倒することによってその観賞者を
楽しませることができる傾倒装飾体であって、該装飾物が傾倒装飾体において安定的に設
置され得る飲食器取付型傾倒装飾体を提供することにある。
【００１２】
そして、上記の従来技術に係る傾倒装飾体にあっては、使用者が鑑賞者に対して、自らの
考えや思いを該傾倒装飾体を構成する装飾具の態様や動作を通じて抽象的には伝えること
ができるものの、これを具体的かつ明確に伝えることはできなかった。そこで、本考案の
解決しようとする第５の課題は、装飾物が傾倒することによってその観賞者を楽しませる
傾倒装飾体であって、使用者が鑑賞者に対して、自らの考えや思いを明確に伝えることが
できる飲食器取付型傾倒装飾体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本考案は、上記の各課題を解決するために提案されたものであり、以下の構成を有するも
のである。以下では、本考案の構成を理解するのを補助するため、本願に添付した図面に
表示した番号及び符号をあわせて記載する。
【００１４】
請求項１に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を取り
付けた飲食器（Ｘ）を傾ける動作をさせることに伴って、装飾具（２）が傾倒する飲食器
取付型傾倒装飾体であって、装飾具（２）と、基台（３）とから構成されている。装飾具
（２）は、飲食器取付型傾倒装飾体（１）の装飾性を発揮するための部材であって、傾倒
部（２ａ）と接合部（２ｂ）とが設けられており、傾倒部（２ａ）が基台（３）から傾倒
するように、接合部（２ｂ）において基台（３）に接合されている。基台（３）は、装飾
具（２）を支持するとともに、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）に取り付け
るための部材であって、飲食器（Ｘ）に取り付くための取付部（３ａ）が設けられている
。
【００１５】
請求項２に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１に記載した飲食器取付型傾倒
装飾体であって、取付部（３ａ）が、飲食器（Ｘ）の縁部に係合させてこれに取り付ける
ための切欠きになっている。
【００１６】
請求項３に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１に記載した飲食器取付型傾倒
装飾体であって、取付部（３ａ）が、飲食器（Ｘ）を挿通して係合させてこれに取り付け
るための孔部になっている。
【００１７】
請求項４に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１から３までの何れかに記載し
た飲食器取付型傾倒装飾体であって、装飾具（２）には装飾具（２）が傾倒する角度を制
限するための傾倒角度制限片（２ｃ）が設けられている。即ち、傾倒角度制限片（２ｃ）
は、装飾具（２）から基台（３）へと延設される部材であって、装飾具（２）が傾倒する
際に、基台（３）に引っ掛かることによって、装飾具（２）が傾倒する角度を制限する部
材である。
【００１８】
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請求項５に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１から４までの何れかに記載し
た飲食器取付型傾倒装飾体であって、装飾具（２）には、傾倒部（２ａ）に重り具（２ｄ
）が取り付けられている。
【００１９】
請求項６に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１から５までの何れかに記載し
た飲食器取付型傾倒装飾体であって、基台（３）には、装飾具（２）を設置するための台
座（３ｂ）が設けられている。
【００２０】
請求項７に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項６に記載した飲食器取付型傾倒
装飾体であって、台座（３ｂ）が弾力性のある部材によって形成されており、台座（３ｂ
）には使用者が押圧することで台座（３ｂ）を圧縮変形させるための押圧片（３ｃ）が設
けられている。
【００２１】
請求項８に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、請求項１から７までの何れかに記載し
た飲食器取付型傾倒装飾体であって、鑑賞者に対する使用者からのメッセージを記載する
伝言部（４）を備えている。
【考案の効果】
【００２２】
本考案に係る飲食器取付型傾倒装飾体は、上記の通りの構成であるから、以下のような効
果を奏することができる。
【００２３】
まず、請求項１に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、装飾具（２）に、傾倒部（２ａ
）と接合部（２ｂ）とが設けられており、傾倒部（２ａ）が基台（３）から傾倒するよう
に、接合部（２ｂ）において基台（３）に接合されている。また、基台（３）には、飲食
器（Ｘ）に取り付くための取付部（３ａ）が設けられている。そうすると、使用者が飲食
器取付型傾倒装飾体（１）を取り付けた飲食器（Ｘ）を傾ける動作をすることによって、
装飾具（２）が傾倒することになる。従って、請求項１に係る飲食器取付型傾倒装飾体は
、装飾具が傾倒することによってその観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であっ
て、各種の飲食器に取り付けることができ、該飲食器を傾ける動作に伴って、該装飾具が
傾倒する飲食器取付型傾倒装飾体を提供するという本考案の解決しようとする第１の課題
を解決することができる。
【００２４】
次に、請求項２に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、取付部（３ａ）が飲食器（Ｘ）
の縁に係合させてこれに取り付けるための切欠きになっていることから、使用者は各種の
飲食器（Ｘ）に簡便に飲食器取付型傾倒装飾体（１）を着脱自在に取り付けることができ
る。同様に、請求項３に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）も、取付部（３ａ）が飲食器
（Ｘ）を挿通して係合させてこれに取り付けるための孔部であることから、使用者は各種
の飲食器（Ｘ）に簡便に飲食器取付型傾倒装飾体（１）を着脱自在に取り付けることがで
きる。従って、請求項２及び３に係る飲食器取付型傾倒装飾体は、装飾物が傾倒すること
によってその観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であって、各種の飲食器に簡便
に着脱できるようにして、使用者が該飲食器を傾ける動作に伴って、該装飾具が傾倒する
飲食器取付型傾倒装飾体を提供するという本考案の解決しようとする第２の課題を解決す
ることができる。
【００２５】
また、請求項４に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、装飾具（２）に傾倒角度制限片
（２ｃ）が設けられており、傾倒角度制限片（２ｃ）は、装飾具（２）から基台（３）へ
と延設される部材であって、装飾具（２）が傾倒する際に、基台（３）に引っ掛かること
によって、装飾具（２）が傾倒する角度を制限する部材である。即ち、請求項４に係る飲
食器取付型傾倒装飾体（１）によれば、装飾具（２）が傾倒する角度が深くなり過ぎない
ようにすることができるのである。一方、請求項５に係る傾倒装飾体（１）は、装飾具（
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２）における傾倒部（２ａ）に重り具（２ｄ）が設けられている。即ち、請求項５に係る
傾倒装飾体（１）によれば、装飾具（２）が傾倒する角度が浅くなり過ぎないようにする
ことができるのである。従って、請求項４及び５に係る飲食器取付型傾倒装飾体は、装飾
物が傾倒することによってその観賞者を楽しませることができる傾倒装飾体であって、該
装飾物が傾倒する角度を適切な角度に調節することができる飲食器取付型傾倒装飾体を提
供するという本考案の解決しようとする第３の課題を解決することができる。
【００２６】
更に、請求項６に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、基台（３）に、装飾具（２）を
設置するための台座（３ｂ）が設けられている。そうすると、台座（３ｂ）上に装飾具（
２）を設置することにより、飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、その取り付けようとする
範囲が限られることが多い飲食器に取り付ける場合にあっても、装飾物（２）を飲食器取
付型傾倒装飾体（１）において安定的に設置することができる。従って、請求項６に係る
傾飲食器取付型傾倒装飾体は、装飾物が傾倒することによってその観賞者を楽しませるこ
とができる傾倒装飾体であって、該装飾物が傾倒装飾体において安定的に設置され得る飲
食器取付型傾倒装飾体を提供するという本考案の解決しようとする第４の課題を解決する
ことができる。
【００２７】
ここで、請求項７に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、台座（３ｂ）が弾力性のある
部材によって形成されており、台座（３ｂ）には使用者が押圧することで台座（３ｂ）を
圧縮変形させるための押圧片（３ｃ）が設けられている。そうすると、使用者が押圧片（
３ｃ）を比較的大きな力で押圧すると台座（３ｂ）が大きく圧縮変形されて、台座（３ｂ
）に設置されている装飾具（２）が傾倒する角度が深くなる。反対に、使用者が押圧片（
３ｃ）を比較的小さな力で押圧すると台座（３ｂ）が小さく圧縮変形されて、台座（３ｂ
）に設置されている装飾具（２）が傾倒する角度が浅くなる。従って、請求項７に係る飲
食器取付型傾倒装飾体は、基台（３）に装飾具（２）を設置するための台座（３ｂ）を設
けた場合にあっても、本考案の解決しようとする第３の課題を解決することができ、好適
である。
【００２８】
そして、請求項８に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、鑑賞者に対する使用者からの
メッセージを記載する伝言部（４）を備えている。従って、請求項８に係る飲食器取付型
傾倒装飾体は、装飾物が傾倒することによってその観賞者を楽しませる傾倒装飾体であっ
て、使用者が鑑賞者に対して、自らの考えや思いを明確に伝えることができる飲食器取付
型傾倒装飾体を提供するという本考案の解決しようとする第５の課題を解決することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の正面図である。
【図２】図１の背面図である。
【図３】図１の一部縦断面側面図である。
【図４】本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体を飲食器に取り付けた状態
を示した参考図である。
【図５】本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の作用効果の説明図である
。
【図６】図５の側面図である。
【図７】本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の別の態様を示した正面図
である。
【図８】図７の一部縦断面側面図である。
【図９】本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の別の態様を示した正面図
である。
【図１０】図９の一部縦断面側面図である。
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【図１１】本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の正面図である。
【図１２】図１１の背面図である。
【図１３】図１１の一部縦断面側面図である。
【図１４】本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体を飲食器に取り付けた状
態を示した参考図である。
【図１５】本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の作用効果の説明図であ
る。
【図１６】図１５の一部縦断面側面図である。
【考案を実施するための形態】
【００３０】
以下に、まず、本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）の構造及びそ
の使用態様について添付図面に基づいて説明する。
【００３１】
本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、図１ないし６に図示する
ように、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を取り付けた各種の飲食器（Ｘ）を傾ける動作に
伴って装飾具（２）が傾倒する飲食器取付型傾倒装飾体であって、装飾具（２）と、基台
（３）と、伝言部（４）とから構成されている。図では、飲食器（Ｘ）は、グラスである
が、コップ、ジョッキ、あるいはお椀といった他の飲食器でもよく、特に限定されるもの
ではない。
【００３２】
装飾具（２）は、図１ないし６に図示するように、飲食器取付型傾倒装飾体（１）の装飾
性を発揮するための部材である。図では、装飾具（２）は、中央部のやや下部寄りを正面
に向って緩やかに屈曲させた板状の部材であって、その表面には女性を描いているが、特
にこのような態様に限定されるものではない。即ち、図７ないし１０に図示するように、
平板状の部材であってもよい。また、装飾具（２）には、傾倒部（２ａ）と接合部（２ｂ
）とが設けられており、傾倒部（２ａ）が基台（３）から傾倒するように、接合部（２ｂ
）において基台（３）に接合されている。ここで、装飾具（２）と基台（３）とを接合す
るための接合手段（５）としては、例えば、各種の公知の粘着テープや蝶番等を適宜用い
ることができる。
【００３３】
ここで、装飾具（２）には、図１ないし６に図示するように、傾倒角度制限片（２ｃ）が
設けられている。傾倒角度制限片（２ｃ）は、傾倒角度制限片（２ｃ）は、装飾具（２）
から基台（３）へと延設される部材であって、装飾具（２）が傾倒する際に、基台（３）
に引っ掛かることによって、装飾具（２）が傾倒する角度を制限する部材である。具体的
には、装飾具（２）の基台側（３）に平面視Ｌ字形の部材を突設し、装飾具（２）が傾倒
する際に基台（３）に引っ掛かるようにすることで、傾倒角度制限片（２ｃ）とすること
ができる。
【００３４】
また、装飾具（２）には、図１ないし６に図示するように、傾倒部（２ａ）に重り具（２
ｄ）が取り付けられている。具体的には、図示するように、重り具（２ｄ）として短柱状
の部材を用いるとともに、このような重り具（２ｄ）を傾倒部（２ａ）の基台側（３）に
取り付けているが、特にこのような態様に限定されるものではない。
【００３５】
基台（３）は、図１ないし６に図示するように、装飾具（２）を支持するとともに、飲食
器取付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）に取り付けるための部材である。図では、基台
（３）は、平板状の部材を用いているが、特にこのような態様に限定されるものではない
。また、基台（３）には、飲食器（Ｘ）に取り付くための取付部（３ａ）が設けられてい
る。本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）において、取付部（３ａ
）は、飲食器（Ｘ）の縁に係合させてこれに取り付けるための切欠きである。また、取付
部（３ａ）は、これを複数設けると安定的に飲食器（Ｘ）の縁に係合させてこれに取り付
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けることができるが、その個数は特に限定されない。
【００３６】
本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の別の実施態様として、図７及び８
に図示するように、基台（３）には、装飾具（２）を設置するための台座（３ｂ）を設け
てもよい。そうすると、台座（３ｂ）上に装飾具（２）を設置することにより、飲食器取
付型傾倒装飾体（１）は、その取り付けようとする範囲が限られる飲食器に取り付ける場
合にあっても、装飾物（２）を飲食器取付型傾倒装飾体（１）において安定的に設置する
ことができる。また、台座（３ｂ）を設けることにより、装飾物（２）の態様によっては
、図７及び８に図示するように、人物が床に手をついてお辞儀をするような格好を演出す
ることができる。
【００３７】
特に、図９及び１０に図示するように、台座（３ｂ）を弾力性のある部材によって形成す
るとともに、台座（３ｂ）に使用者が押圧することで台座（３ｂ）を圧縮変形させるため
の押圧片（３ｃ）を設けるのが好適である。例えば、台座（３ｂ）として折り返した矩形
状の紙部材を用いるとともに、台座（３ｂ）の一部をその上面から側方へと突出させるこ
とによって、押圧片（３ｃ）とすることができる。そうすると、使用者がその指等で押圧
片（３ｃ）を比較的大きな力で押圧すると台座（３ｂ）が大きく圧縮変形されて、台座（
３ｂ）に設置されている装飾具（２）が傾倒する角度が深くなる。反対に、使用者がその
指等で押圧片（３ｃ）を比較的小さな力で押圧すると台座（３ｂ）が小さく圧縮変形され
て、台座（３ｂ）に設置されている装飾具（２）が傾倒する角度が浅くなる。もちろん、
使用者がその指等を押圧片（３ｃ）から離せば、台座（３ｂ）は元の形状に復帰し、装飾
具（２）も元の位置に復帰することになる。
【００３８】
伝言部（４）は、図１ないし１０に図示するように、鑑賞者に対する使用者からのメッセ
ージを記載する箇所である。図では、伝言部（４）は、吹き出し状に形成した平板状の部
材であって、その表面に「はじめまして」の文字が記載されており、基台（３）の表面に
取り付けられているが、特にこのような態様に限定されるものではない。また、伝言部（
４）は、装飾具（２）又は基台（３）に対して、固着させてもよいが、粘着テープ等を用
いて着脱自在に取り付けられるように構成してもよい。更に、伝言部（４）に記載するメ
ッセージは、傾倒装飾体（１）の製作者が予め記載しておいてもよいが、使用者が自ら記
載できるようにしてもよい。この場合、伝言部（４）は、例えば公知の白板を用いること
により、フェルトペン等を使用して記載することで、使用者が一旦記載したメッセージを
消去して、異なるメッセージを記載することができるように構成することも可能である。
【００３９】
以上が、本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の構造についての説明であ
る。次に、本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の構造について添付図面
に基づいて説明する。尚、本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の構造は
、下記の事項以外、前記の本考案の第１実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体の構造と
同一である。
【００４０】
本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、図１１ないし１６に図示
するように、取付部（３ａ）が飲食器（Ｘ）を挿通して係合させてこれに取り付けるため
の孔部である。ここでいう飲食器（Ｘ）とは、図ではストローであるが、箸等であっても
よく、特に限定されるものではない。図では、基台（３）は、中央部を緩やかに湾曲させ
るとともに、両端部を向かい合うように屈曲させた平板状の部材であって、該両端部にそ
れぞれ取付部（３ａ）を設けているが、特にこのような態様に限定されるものではない。
図示するように、取付部（３ａ）は、これを複数設けると安定的に飲食器（Ｘ）を挿通し
て係合させてこれに取り付けることができるが、その個数は特に限定されない。
【００４１】
以上が、本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）の構造についての説
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明である。次に、本考案の第１実施形態及び第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体
（１）の使用態様について添付図面に基づいて説明する。
【００４２】
まず、使用者は、取付部（３ａ）に飲食器（Ｘ）を係合させて、これに飲食器取付型傾倒
装飾体（１）を取り付ける。即ち、本考案の第１実施形態に係る傾倒装飾体（１）にあっ
ては、図４に図示するように、取付部（３ａ）である切欠きに飲食器（Ｘ）の縁部を係合
させて、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）に取り付けるのである。また、本
考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）にあっては、図１４に図示する
ように、取付部（３ａ）である孔部に飲食器（Ｘ）を挿通して係合させてこれに取り付け
るのである。
【００４３】
このとき、使用者は、飲食器取付型傾倒装飾体（１）に伝言部（４）が設けられている場
合には、いくつかの異なるメッセージが記載されている複数の飲食器取付型傾倒装飾体（
１）の内から、鑑賞者に伝えることを所望するメッセージが伝言部（４）に記載されてい
る飲食器取付型傾倒装飾体（１）を選択したり、あるいは伝言部（４）にメッセージを記
載することができるならば、鑑賞者に伝えることを所望するメッセージを伝言部（４）に
記載したりすることができる。このように、飲食器取付型傾倒装飾体（１）は、伝言部（
４）を備えることによって、使用者が鑑賞者に対して、自らの考えや思いを明確に伝える
ことができるのである。
【００４４】
次に、使用者は、図５及び６、並びに図１５及び１６に図示するように、飲食器取付型傾
倒装飾体（１）を取り付けた飲食器（Ｘ）を観賞者に向けて傾けることにより、装飾具（
２）が鑑賞者に向って傾倒する。そうすると、装飾具（２）が鑑賞者に向ってお辞儀をす
る格好を演出することができるのである。ここで、装飾具（２）に傾倒角度制限片（２ｃ
）を設けておくと、装飾具（２）が傾倒する際に傾倒角度制限片（２ｃ）が基台（３）に
引っ掛かることによって、装飾具（２）が傾倒する角度が深くなり過ぎないようにするこ
とができる。また、装飾具（２）における傾倒部（２ａ）に重り具（２ｄ）を取り付けて
おくと、装飾具（２）が傾倒する角度が浅くなり過ぎないようにすることができる。即ち
、傾倒装飾体（１）は、上記のようにして、装飾物（２）が傾倒する角度を適切な角度に
調節することができるのである。
【００４５】
同様に、使用者は、図９及び１０に図示するように、押圧片（３ｃ）を比較的大きな力で
押圧すると、台座（３ｂ）が大きく圧縮されて、台座（３ｂ）に設置されている装飾具（
２）が傾倒する角度を深くすることができる。即ち、装飾具（２）が鑑賞者に向って深く
お辞儀をする格好を演出することができるのである。反対に、使用者は、押圧片（３ｃ）
を比較的小さな力で押圧すると、台座（３ｂ）が小さく圧縮されて、台座（３ｂ）に設置
されている装飾具（２）が傾倒する角度を浅くすることができる。即ち、装飾具（２）が
鑑賞者に向って浅くお辞儀をする格好を演出することができるのである。もちろん、使用
者がその指等を押圧片（３ｃ）から離せば、台座（３ｂ）は元の形状に復帰し、装飾具（
２）も元の位置に復帰することになる。
【００４６】
そして、使用者は、図４及び図１１に図示するように、飲食器（Ｘ）を元の位置に戻すこ
とにより、装飾具（２）も元の位置に復帰することになる。最後に、使用者は、飲食器取
付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）から取り外すことになる。即ち、本考案の第１実施
形態に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）にあっては、使用者は取付部（３ａ）から飲食
器（Ｘ）の縁部を脱出させることにより、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）
から取り外すことができるのである。また、本考案の第２実施形態に係る飲食器取付型傾
倒装飾体（１）にあっては、使用者は取付部（３ａ）から飲食器（Ｘ）を抜き出すことに
より、飲食器取付型傾倒装飾体（１）を飲食器（Ｘ）から取り外すことができるのである
。
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【００４７】
このように、本考案に係る飲食器取付型傾倒装飾体（１）によれば、各種の飲食器（Ｘ）
に簡便に着脱自在に取り付けることができ、飲食器（Ｘ）を傾ける動作に伴って装飾具（
２）が傾倒して、その観賞者を楽しませることができるのである。
【符号の説明】
【００４８】
１　飲食器取付型傾倒装飾体
２　装飾具
２ａ　傾倒部
２ｂ　接合部
２ｃ　傾倒角度制限片
２ｄ　重り具
３　基台
３ａ　取付部
３ｂ　台座
３ｃ　押圧片
４　伝言部
５　接合部材
Ｘ　飲食器

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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